
実施時期 取組内容

年度始め

※取組が不十分の場合は速やかに

・園内外の安全点検に関する年間スケジュールの策定。

・登降園管理システムの利用方法、情報配信、登降園の仕方等につい

て保護者へ周知。

・各種訓練（災害・救急対応・不審者対応・119 番通報等）の実施に

関する年間スケジュールの制定。

・自治体が実施する年間の研修スケジュールを把握し研修に参加する

職員を確認。

・職員の採用時等の研修機会確保のため対面及びオンライン研修等の

手段を事前に確認。

・ 保護者へ園の安全対策を共有し登降園管理システムや連絡帳等を

使用した情報発信や家庭内での安全教室の実施を依頼。

・警察署等地域行政機関との連携として園児への交通安全教室を含む

安全指導の実施、年齢別の指導方法を策定。

・緊急時の行動マニュアルを再点検（リスク要因の分析を含む）し職

員へ周知、共有して必要に応じ同マニュアルを掲示。

6 月頃 ・水遊び・プール活動に関わるマニュアルの点検及び更新と職員への

再周知、共有。

・水遊び前のAEDの使い方職員研修の職員への周知、共有。

11 月頃 ・感染症発生時の対応マニュアルを点検及び更新し職員へ再周知、保

護者へ共有。

・不審者が園に侵入した際の対応マニュアルを点検及び更新し職員へ

再周知、保護者へ共有。

随時

※職員の採用時又は児童の入園時

・保護者へ入園説明会や入園時に園での安全対策や取組みを情報共有

し、保護者に家庭内での安全教室の実施を依頼（再掲）。

・職員採用時に園内研修、外部研修の年間スケジュールを共有し会場

受講やオンライン研修等の受講機会を設ける。

事故発生時

※ヒヤリ・ハット事案

含む

・危機管理（リスクマネジメント）の区分を①ヒヤリ・ハット、②軽

微事故、③事故、④重大事故に分け、発生した事案と原因・要因を分

析と安全点検を行い再発防止策を検討してマニュアルに反映させて情

報更新し、職員及び保護者へ周知。

保育所等が行う児童の安全確保に関する取組と実施時期例 


